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令和４年度 本牧原地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性

コロナ禍で地域活動が停滞し、住民の気力体力の低下が危惧されている。引き続き地
域に出むき、情報収集や共有に努め、住民間の繋がりや支えあいについて可視化して
いくと同時にそれぞれが抱える課題を共有し、課題解決に向けて5職種が連携し取り組
みを行っていく。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

自主事業参加者には適宜連絡をし、参加者の状況把握に努め積極的に参加できるよう必要に応じて援助していく。
住民主体の活動に繋がるよう働きかけ、新しい社会資源創出に努める。参加者の高齢化に伴う問題については、包
括と連携を取りながら対応し、理解を得られるよう支援していく。また、障がいの分野においても事業を計画し、関わ
りを少しずつ増やしていく。

エンディングノート・終活について啓発事業を区や区内包括と共催で取り組む。地域向けリーフレットを活用し、より身
近な成年後見制度の啓発に取り組む。広く多世代に向けて終活についての広報を行う終活フェアを開催する。地域
で始まる移動サロンなどで特殊詐欺の啓発を行う。

ケアプラザの役割を地域住民の方に更に理解していただき、相談しやすい環境を作っていく。窓口相談から地域ケア
会議を開催し、各職種で課題の共有をしながら社会資源を作り上げていく。介護をしている人が孤立することなく、安
心して地域に住み続けられるようにサロンを開催する。ケアマネジャーがインフォーマルサービスをプランに取り入
れ、地域の方と連携が図れるよう、情報発信と啓発を続けていく。

今ある地域の中の支えあい活動を把握し、その繋がりが途絶えないよう働きかける。またコロナ禍で停滞している活
動については、新しい生活様式に合わせた形で、活動再開に向け支援していく。

本牧原エリアではオーラルフレイルが課題となっていることから、地域の歯科と協力し啓発していく。また、昨年度養
成した健康づくりサポーターさんが活躍できるように地域で体力測定を定期的に行っていくと共にサポーターさんの
健康維持・増進にも務める。体力測定会だけでなく、フレイルについて学べるような機会をつくり、スキルについても自
己流にならないように定期的に見直していく。

□ 区からのコメント



１　施設の適切な運営について
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令和4年度本牧原地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

 （１）法人で定められている「苦情解決規則」に基づいて、地域ケアプラザにおいても苦情受付担当
者、苦情解決責任者を設置して、利用される方からのご意見及びご要望、苦情などに対応するとと
もに再発防止に努めます。
 
（２）法人では公正・中立の立場を重んじた、斡旋、調整を行う第三者委員を設置し、適切な苦情解
決に向けての体制を整備し、取り組みます。
 
（３）館内に「ご意見箱」を設置し、いつでもどなたからでも何かあればご意見等を受け付けるように
しています。
 
（４）事業ごとにお客様アンケートをいただき、改善、発展につなげます。

（５）包括支援センターにおいては、新規のケースを地域の居宅介護事業所の際、新規依頼表を作
成し、公平になるよう努めています。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

（１）介護サービス提供中などに事故に至らなくても気が付いた点について「ヒヤリ
ハット報告書」に記録してミーティングや会議の場で報告し、原因の究明と対応を
検討し職場内で注意喚起や徹底をするとともに介護技術向上の研修を通して、
事故の未然防止に努めます。
 
（２）所内会議等において、他の事業所などでの事故の事例や緊急対応マニュア
ルを確認するなど、事故防止に関する研修を組み入れ、職場における危機管理
意識の向上に努めます。
 
（３）毎月、衛生委員会でリスクマネジメントについての報告、検討をし、産業医か
らのアドバイスを受けています。
 
（４）地域ケアプラザ内全職員に対し、年１回の「個人情報保護研修」と共に、法人
で作成した「プライバシーの尊厳と保護に関するマニュアル」による人権研修を実
施し職員の意識を高めます。

（５）法人のサービス向上課がまとめている法人全体の中の情報漏えいの事故が
あった際には職員会議、デイスタッフ会議等で共有します。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

（１）介護予防プランが滞ることのない体制を維持します。また、ご本人が、自ら主体的に介護予
防、健康維持に取り組めるよう、個別性のあるプランを作成し、要介護状態とならないように努めま
す。
（２）地域ケアプラザ自主事業や、地域でのサロン、社会資源（インフォーマルなサービスも含む）も
取り入れた計画を作成します。また、社会資源（インフォーマルサービスを含む）を計画に取り込め
るようにケアマネジャーにも周知していきます。
（３）介護予防プラン、介護予防ケアマネジメント委託先の居宅介護支援事業所をはじめ、関係事業
所、地域との連携を密にしていき、包括ケアシステムの構築を念頭におきながら住み慣れた地域
に生活し続けられるよう働きかけていきます。
（４）横浜市訪問型短期予防サービスを積極的に利用し、介護保険に繋がりにくい方へも支援して
いきます。
（５）生活支援コーディネーターや地域活動交流コーディネーターと連携し、集いの場など介護予防
が行える拠点を創出していくと共にフレイルについて地域住民へ啓発していきます。
（６）健康づくりサポーターさんの活動を支援すると共に、新たなメンバーも創出し地域住民が主体
となって健康づくりができるように支援していく。

居宅介護支援事業

○自立支援、認知症支援、医療連携○
（１）在宅生活されているご本人とご家族の意向を尊重して、ケアプランを作成し
ます。
（２）ご本人の生活歴を踏まえ、住み慣れた地域でその人らしい生活ができるよう
に介護保険以外の町内の交流会や　地域ケアプラザにおける自主事業などを紹
介していきます。
（３）退院後も在宅生活が安心して送れるように家族、医療機関、地域包括支援
センター、在宅サービス事業者などと連携を図り、随時プランの見直しをしていき
ます。
（４）認知症になっても地域の見守りや理解により、在宅生活が継続できるように
日頃から主治医、民生委員、近隣の方々と行う情報交換、勉強会、研修会に参
加して自己研鑽に努めるとともに地域とのネットワークづくりを推進します。
（５）地域ケアプラザ内の居宅介護支援事業所であるメリットを活かして困りごとや
課題を　地域の社会資源の発掘や活用に役立てるため　生活支援コーディネー
ターに伝え　連携をとっていくよう努めます。
（６）コロナ禍の中、感染防止対策を行いながら介護保険制度における制度の説
明や具体的なサービスの利用等について、お客様への丁寧な説明を心掛けま
す。

常勤専従　　　3名
常勤兼務　　　1名
非常勤専従　 1名

３　通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）

【通所介護】今年度は新型コロナ感染症拡大防止に
努めます。プログラムがお客様の意欲の向上と身体
機能の維持向上につながるように取り組みます。三
密を回避しながら季節の参加型イベント、行事食、
曜日レクリエーション、個別ニーズに合わせた機能
訓練を充実させます。

【第一号通所事業】今年度は、個別機能訓練・運動
器機能向上訓練やお客様の生活環境に即した訓練
等、個別性の高いプログラムを充実させます。

【認知症対応型通所介護】
今年度は新型コロナ感染症拡大防止に努めながら、お客様の
意欲の向上と身体機能の維持向上につながるように、個別機
能訓練を充実させます。認知症の進行をゆるやかにし、穏やか
に日々がお過ごしになれるように、園芸レクリエーションや、み
どりあふれる安心できる環境作りに努めます。

【実施日数】　週7日

【提供時間】　9:30～16:35

【定員】
〈通所介護・第一号通所介護〉34名

【実施日数】　週7日

【提供時間】　9:30～16:35

【定員】
〈認知症対応型通所介護〉12名
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〈通所介護〉
● 負担割合
【１割負担】
（要介護１）　　　　　　 　７０３円
（要介護２）　　　　　　　 ８２９円
（要介護３）　　　　　　　 ９６１円
（要介護４）　　　　　　　 １，０９２円
（要介護５）　　　　　     １，２２５円
● サービス提供体制強化加算Ⅲ　７円
● 入浴加算　（Ⅰ）　　　　　　　     ４３円
● 中重度者ケア体制加算　      ４９円
● 個別機能訓練（Ⅰ）イ　　　　　６０円
● 個別機能訓練（Ⅱ）　　　　　　２２円
● 科学的介護推進体制加算　　４３円
【２割負担】
（要介護１）　　　　　 　  １，４０５円
（要介護２）　　　　　　　 １，６５８円
（要介護３）　　　　　 　  １，９２１円
（要介護４）　　　　　　　 ２，１８３円
（要介護５）　　　　　     ２，４４９円
● サービス提供体制強化加算Ⅲ１３円
● 入浴加算（Ⅰ）　　　　　　   　　８６円
● 中重度者ケア体制加算　      ９７円
● 個別機能訓練（Ⅰ）イ　　　　　１２０円
● 個別機能訓練（Ⅱ）　　　　　　　４３円
● 科学的介護推進体制加算　　８６円

〈認知症対応型通所介護〉
● 負担割合
【１割負担】
（要介護１）　　　　　　 　１,０８０円
（要介護２）　　　　　　　 １,１９７円
（要介護３）　　　　　　 　１,３１５円
（要介護４）　　　　　　　 １,４３２円
（要介護５）　　　　       １,５５０円
● サービス提供体制強化加算Ⅱ７円
● 入浴加算（Ⅰ）　　　　     　　 ４４円
●個別機能訓練（Ⅰ）  　　　　　３０円
●個別機能訓練（Ⅱ）　　　     ２２円
●科学的介護推進体制加算　４４円
【２割負担】
（要介護１）　　　　　 　 　２，１５９円
（要介護２）　　　　　　 　 ２，３９４円
（要介護３）　　　　　      ２，６２９円
（要介護４）　　　　　　 　 ２，８６４円
（要介護５）　 　　    　   ３，０９９円
● サービス提供体制強化加算Ⅲ １３円
● 入浴加算　（Ⅰ）　　 　　　    　　８７円
●個別機能訓練（Ⅰ） 　　  　　　  ５９円
●個別機能訓練（Ⅱ）　　　     　　４４円
● 科学的介護推進体制加算　　８７円

　
【３割負担】
（要介護１）　　　　　 　 ２，１０７円
（要介護２）　　　　　　　２，４８６円
（要介護３）　　　　　　　２，８８２円
（要介護４）　　　　　　　３，２７４円
（要介護５）　　　　    　３，６７３円
● サービス提供体制強化加算Ⅲ　２０円
● 入浴加算（Ⅰ）　　　　　    　　　１２９円
● 中重度者ケア体制加算　   　  １４５円
※ 食費負担　　　　              　  ７５０円
● 個別機能訓練（Ⅰ）イ　　　　　１８０円
● 個別機能訓練（Ⅱ）　　　　　　　６５円
● 科学的介護推進体制加算　　１２９円
※ 介護職員処遇改善加算（Ⅰ）として利用単位数の
１０００分の５９に相当する単位数の料金が加算され
ます。
※ 介護職員等特定処遇改善加算（Ⅱ）として利用単
位数の１０００分の１０に相当する単位数の料金が加
算されます。

【３割負担】
（要介護１）　　　　　 　 　３，２３８円
（要介護２）　　　　　　 　 ３，５９１円
（要介護３）　　　　　      ３，９４３円
（要介護４）　　　　　　 　 ４，２９６円
（要介護５）　　　　        ４，６４８円
● サービス提供体制強化加算Ⅲ ２０円
● 入浴加算（Ⅰ）　　　　 　    　　１３１円
●個別機能訓練（Ⅰ） 　　　　 　　８８円
●個別機能訓練（Ⅱ）　　　     　 ６６円
● 科学的介護推進体制加算　　１３１円
※ 介護職員処遇改善加算（Ⅰ）として利用単位数の１０００分
の１０４に相当する単位数の料金が加算されます。
※ 介護職員等特定処遇改善加算（Ⅱ）として利用単位数の１０
００分の２４に相当する単位数の料金が加算されます。

〈第1号通所介護〉
● 負担割合
（１割負担）
要支援１（週1回程度）　　　　　 １，７９３円
要支援２（週1回程度）　　　　　 １，７９３円
● サービス提供体制強化加算Ⅲ 　２６円
要支援２（週2回程度）            ３ ,６７５円
● サービス提供体制強化加算Ⅲ　 ５２円
●運動器機能向上加算　　　　　 　２４２円
● 科学的介護推進体制加算　　４３円
（２割負担）
要支援１（週1回程度）　　　　　 ３，５８５円
要支援２（週1回程度）　　　　　 ３，５８５円
● サービス提供体制強化加算Ⅲ　 ５２円
要支援２（週2回程度）            ７ ,３５０円
● サービス提供体制強化加算Ⅲ １０３円
●運動器機能向上加算　　　　　　４８３円
● 科学的介護推進体制加算　　８６円

（３割負担）
要支援１（週1回程度）　　　　　  ５,３７７円
要支援２（週1回程度）　　　　 　 ５,３７７円
● サービス提供体制強化加算Ⅲ　７８円
要支援２（週2回程度）          １１ ,０２５円
● サービス提供体制強化加算Ⅲ１５５円
●運動器機能向上加算　　　　　　７２４円
● 科学的介護推進体制加算　　１２９円
 ※ 食費負担　　　　                 ７５０円
※ 介護職員処遇改善加算（Ⅰ）として利用単位数の
１０００分の５９に相当する単位数の料金が加算され
ます。
※ 介護職員等特定処遇改善加算（Ⅱ）として利用単
位数の１０００分の１０に相当する単位数の料金に相
当する単位数を算定します。



職員
体制

契約
者数
等 【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

〈通所介護〉
管理者１名、生活相談員４名、デイスタッフ２６名、運
転手１０名、看護職員兼機能訓練指導員７名、調理
員６名

<第1号通所介護>
管理者１名、生活相談員４名、デイスタッフ２６名、運
転手１０名
看護職員兼機能訓練指導員７名、調理員６名

<認知症対応型通所介護>
管理者１名、生活相談員４名、デイスタッフ１６名、運転手１０
名、看護職員兼機能訓練指導員７名、調理員６名



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

12,056,340 12,056,340 12,056,340 横浜市より

857,130 857,130 857,130

106,140 0 106,140 0 106,140

65,020 65,020 65,020

21,120 21,120 21,120

20,000 20,000 20,000

5,412,000 5,412,000 5,412,000

18,431,610 0 18,431,610 0 18,431,610

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

12,191,340 0 12,191,340 0 12,191,340

8,257,799 8,257,799 8,257,799 職員給与・非常勤職員給与・職員賞与

872,997 872,997 872,997 法定福利費支出

1,279,614 1,279,614 1,279,614 職員諸手当・職員通勤費・非常勤職員通勤費

70,474 70,474 70,474 職員健康診断・ストレスチェック

7,500 7,500 7,500 ハマふれんど

166,874 166,874 166,874

1,536,082 1,536,082 1,536,082

1,300,000 0 1,300,000 0 1,300,000

3,500 3,500 3,500 旅費交通費

92,602 92,602 92,602 事務消耗品費

0 0

84,691 84,691 84,691 インク及びパフォーマンスチャージ料

158,936 158,936 158,936
切手、はがき、宅急便、電話料金、ネットワーク
回線費用等

21,120 0 21,120 0 21,120

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 21,120 21,120 21,120

その他 0 0

0 0

0 0

15,910 15,910 15,910 傷害賠償保険他

1,965 1,965 1,965 研修研究費

14,750 14,750 14,750 振込手数料

269,774 269,774 269,774 玄関マット、会計用サーバ等、PCﾘｰｽ料他

37,455 37,455 37,455 EBサービス手数料等

0 0

599,297 599,297 599,297

2,200,000 0 2,200,000 0 2,200,000

42,000 42,000 42,000

2,158,000 2,158,000 2,158,000

0 0

6,715,000 0 6,715,000 0 6,715,000

3,354,964 3,354,964 3,354,964

2,391,260 2,391,260 2,391,260

218,253 218,253 218,253 機械警備費委託料

524,606 0 524,606 0 524,606

空調衛生設備保守 0 0

消防設備保守 0 0

電気設備保守 135,175 135,175 135,175 電気設備委託料

害虫駆除清掃保守 0 0

駐車場設備保全費 0 0

その他保全費 389,431 389,431 389,431 エレベーター保守・植栽管理

225,917 225,917 225,917 ゴミ処理費用

0 0

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

1,294 0 1,294 0 1,294

0 0

0 0

1,294 1,294 1,294

0 0

△ 4,450,024 △ 4,450,024 △ 4,450,024

18,431,610 0 18,431,610 0 18,431,610

0 0 0 0 0

857,130 0 857,130 0 857,130

2,158,000 0 2,158,000 0 2,158,000

△ 1,300,870 0 △ 1,300,870 0 △ 1,300,870

21,120 0 21,120 0 21,120 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

21,120 0 21,120 0 21,120 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

本俸

通信費

手当計
健康診断費

事務費

収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料

その他

手数料
地域協力費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使用料及び賃借料

備品購入費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購入費

振込手数料

消耗品費

リース料

自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる収支
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他
支出合計

自主事業費　支出

差引

自主事業費　収入

共益費

運営協議会経費
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

管理費

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和４年度　「本牧原地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

22,885,540 22,885,540 22,885,540 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

5,802,000 5,802,000 5,802,000 横浜市より
0 0

0 0

63000 1,420,000 1,420,000

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

1,420,000 1,420,000 1,420,000

30,324,540 0 30,324,540 0 30,324,540

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

27,230,540 0 27,230,540 0 27,230,540
18,814,239 18,814,239 18,814,239 職員給与・非常勤職員給与・職員賞与

3,386,654 3,386,654 3,386,654 法定福利費支出

3,590,513 3,590,513 3,590,513 職員諸手当・職員通勤費・非常勤職員通勤費

53,822 53,822 53,822 職員健康診断・ストレスチェック

34,500 34,500 34,500 ハマふれんど

767,624 767,624 767,624 退職給与掛金

583,188 583,188 583,188
528,720 0 528,720 0 528,720

18,000 18,000 18,000 旅費交通費

99,294 99,294 99,294 事務消耗品費

0 0
56,460 56,460 56,460 インク及びパフォーマンスチャージ料

196,747 196,747 196,747
切手、はがき、宅急便、電話料金、ネットワー
ク回線費用等

0 0 0 0 0
自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0

その他 0 0
0 0
0 0

16,820 16,820 16,820 傷害賠償保険他

2,125 2,125 2,125 研修研究費

9,750 9,750 9,750 振込手数料

98,769 98,769 98,769 玄関マット、会計用サーバ等、PCﾘｰｽ料他

30,755 30,755 30,755 EBサービス手数料等

0 0
0 0

2,011,280 0 2,011,280 0 2,011,280
630,000 630,000 630,000 予算：指定額

938,000 938,000 938,000
154,000 154,000 154,000
289,280 289,280 289,280

0 0
1,785,000 0 1,785,000 0 1,785,000

935,347 935,347 935,347
671,879 671,879 671,879
31,434 31,434 31,434 機械警備費委託料

112,869 0 112,869 0 112,869
空調衛生設備保守 0 0
消防設備保守 0 0
電気設備保守 22,641 22,641 22,641 電気設備委託料

害虫駆除清掃保守 0 0
駐車場設備保全費 0 0
その他保全費 90,228 90,228 90,228 エレベーター保守・植栽管理

33,471 33,471 33,471 ゴミ処理費用

0 0
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

343 0 343 0 343
0 0
0 0

343 343 343
0 0

△ 1,357,343 △ 1,357,343 △ 1,357,343
30,324,540 0 30,324,540 0 30,324,540

0 0 0 0 0

63,000 0 63,000 0 63,000
1,381,280 0 1,381,280 0 1,381,280

△ 1,318,280 0 △ 1,318,280 0 △ 1,318,280

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

指定管理料【生活支援】

令和４年度　「本牧原地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
雑入
印刷代
自動販売機手数料
その他

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費

事業費

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
その他

その他

管理費
光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他
支出合計

差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税



年４月１日～　　　年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

10,124 35,959 35,959 106,183 106,183 44,025 44,025

0 0 0 1,582 0 1,582 1,352 0 1,352 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 753 753 0

認定調査 0 175 175 0 0

原案作成委託料 0 1,407 1,407 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

その他 0 0 599 599 0

10,124 0 10,124 37,541 0 37,541 107,535 0 107,535 44,025 0 44,025

2,037 2,037 29,291 29,291 85,624 85,624 35,439 35,439

48 48 0 5,905 5,905 2,149 2,149

13 13 73 73 8,942 8,942 2,807 2,807

0 2,201 2,201 6,936 6,936 1,925 1,925

6,444 6,444 0 0 0 524 0 524 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 6,444 6,444 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

その他 0 0 524 524 0

8,542 0 8,542 31,565 0 31,565 107,931 0 107,931 42,319 0 42,319

1,582 0 1,582 5,977 0 5,977 -396 0 -396 1,705 0 1,705

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

令和４年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：本牧原地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援・介護予防支援 居宅介護支援 通所介護・第１号通所介護 認知症対応型通所介護

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費



本牧原地域ケアプラザ

1
ふれあいサロン潮風

平成15年 ５：共催（１と３）
１：優先的に取り
組み

閉じこもり防止と仲間作りの支援。
要援護者の発掘。
事業運営や体操の担い手ボランティアの
育成。

１：高齢者 5

地域の高齢者を対象にした仲間づくりのサ
ロン。毎月第１木曜日13時～に実施。
歌と脳トレを取り入れた音楽レクリエーショ
ンを中心に毎月ボランティアの協力でプロ
グラムを提供する。

2 ペタンクルー 平成16年
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

継続的に事業を行うことで、転倒骨折を予
防する。仲間づくりを支援する。

１：高齢者 ２，５
第1，３月曜日13時30分体操とグループに
分かれペタンクゲームを楽しむ

3 シルバー健康体操 平成12年
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

運動不足を解消し、継続的に事業を行うこ
とで、仲間づくりの場を提供する。体操に
ついていけなくなった方を包括と連携し、
フォローする。

１：高齢者 5
65歳以上の高齢者を対象としたリズム体
操教室。
毎月第1.3金曜日9:30～、10:30～に実施。

4 健脳体操１，２ 平成16年
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

運動不足を解消し、継続的に事業を行うこ
とで、仲間づくりの場を提供する。

５：地域 1

年齢問わずどなたでも参加できる体操教
室。
脳に刺激を与えながら日常生活に必要な
筋力を鍛える。YMCAに講師を依頼。毎月
第2.4木曜日13:00～、14:15～に実施。
自主グループは第3木曜日に活動中。

5 シニアリトミック 平成29年
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

運動不足を解消し、継続的に事業を行うこ
とで、仲間づくりの場を提供する。
体、頭、心を同時に使って音楽のゲームを
楽しむことで脳の活性化を図る。

５：地域 1
毎月第４月曜日13:30に実施。
講師によるリトミック講座。

令和４年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

6 脳イキイキ教室 平成18年
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

定期的な事業参加のための外出や読み
書き計算により認知症の予防をはかる。
歓談コーナーを設け、仲間づくりを支援す
る。教室の卒業生はイキイキサロンへお誘
いする。

５：地域 1
くもん教材を使用、毎週木曜日10時～、10
時40分～　2クラス実施　各40分

8 男の料理教室 平成20年
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

男性の家事の自立支援と健康意識の向上
をはかる。
配食ボランティアの育成。

５：地域

和洋中の各種メニューをとりまぜ、様々な
料理に挑戦する。
毎月、第2日曜日に実施。
参加者がグループに分かれて調理を行
い、完成した料理を講師を含めて会食す
る。
毎回、講師と参加者で次回、挑戦するレシ
ピを考える。

9 子育てサロン 平成15年
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

子育て中の親子がリフレッシュするととも
に、育児の情報交換や仲間づくりの場を提
供する。育児不安解消

３：養育者及
び乳幼児

２，５

子育て中の親子が集うサロン。毎月第３火
曜日に実施。
基本的に自由遊びだが、年に数回地域の
ボランティアによる読み聞かせを実施。
地域の民生委員・児童委員や主任児童委
員、保健活動推進員協力で実施。

10 SONGS 令和3年
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

高齢者の出かける機会とする。オーラルケ
ア仲間づくり

５：地域
毎月第４金曜日１３時～アコーディオン演
奏に合わせて昔懐かしい歌をうたう

11 健康麻雀講座 令和４年
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

女性が気兼ねなく参加参加でき、脳を活性
化。ゆっくり楽しみながら覚えることで仲間
づくりを目指す。

５：地域
毎週火曜日　30回　健康麻雀のテキストを
使用し、講師は健康麻雀協会認定



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

12 ぶらりHONMOKU 令和３年
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

地元にある施設を知りその利用方法や活
動内容を理解する。地元で楽しむことを発
見して地元に愛着を持つ。運動不足解消、
健康づくりの一助とする。

５：地域

令和3年5月10日（月）～7月6日（月）実施。
本牧地区センター、大鳥コミュニティハウス
と企画共催。スタンプラリーポイント協力は
１５施設。

14 ハローウィン 令和３年
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

地域の子育て世代や、子どもたちに地域
の施設を知ってもらう。地域施設と連携を
図り互いの強みを生かす。

４：子ども・青
少年

２，３ 10月末日

15 文化祭 令和3年
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

サークル団体の活動の発表の場とする。
活動のモチベーション向上。他の団体の活
動をしる。団体間の交流の機会とする。

５：地域 6 11月下旬1週間

16 ３館合同作品展 令和２年
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

各施設で活動する団体の発表の場とす
る。活動のモチベーション向上。地域の方
に各施設で活動する団体を知っていただ
き、各施設を広く知っていただく。

５：地域
1月中旬から2月初旬、イオン本牧店3階催
事條にて展示

17 認知症講座 令和3年
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

認知症の症状を理解し、その対応の仕方
を学び　認知症の方が住み慣れた地域で
自分らしく暮らしていけるよう　あたたかい
見守りができる地域を目指します

５：地域 ６，７

18 はらっぱ　うたごえ　CLUB 令和2年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取り
組み

新型コロナ感染拡大により交流する機会
が縮小されている中、「3つの密」を避けな
がら自宅でも個人でも可能な歌を歌うこと
で、、ストレス発散と健康維持に取り組むこ
とを目的とする。

１：高齢者 5
地域のFM放送局を活用し、歌番組を流
す。



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

19 HOMMOKUBASE　げんきCLUB 令和元年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取り
組み

利便性のよいところに新たな集いの場を設
置。介護保険サービス適用外の高齢者の
受け皿となる活動のひとつとする。

１：高齢者

座位で行う介護予防体操。
毎月第4火曜日13：000～14：00開催。

20 終活講座 令和3年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

お元気な今のうちから考える終活。先の事
を考えてご自身の人生を豊かに過ごして
いただくため、今から出来る事を啓発して
いく。

１：高齢者
中区で作成したエンディングノートの書き
方DVDの上映会と、終活相談会を同時に
開催する。

21 フレイル予防セミナー 平成25年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

椅子に座ってストレッチや筋トレ、コグニサ
イズを行うことで外出の機会を提供すると
ともに、オーラルフレイルや栄養講座を行
い、フレイルについて総合的に学ぶ。

１：高齢者 5

椅子に座ってストレッチ＋筋トレ＋コグニ
サイズを実施し体力維持に務める。オーラ
ルフレイルやバランスの良い食事について
学習する。
毎月第２月曜日14：00～開催

22 健康づくりサポーター支援 令和3年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

昨年度養成したサポーターの方々をより健
康づくりサポーターとして活動していくため
に体力測定のみならずフレイルについても
う少し深く学んでいただき、地域に還元で
きることを目的とする。

５：地域 1

地域で体力測定会を開催する。フレイルに
ついても学び、なぜ体力測定をして継続的
にフォローしていかないといけないのかを
学ぶ。
毎月第２水曜日13：30～

23 健康づくりサポーター養成講座 令和3年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

健康づくりサポーターという地域の健康づ
くりを担うボランティアを育成すると共に彼
ら自身の健康増進を目的とする。

５：地域 1

区で養成したボランティアを地域デビュー
させるために本牧原版養成講座を別途実
施。測定会に向けスキルアップを図る。
9月～10月の間に３回実施する。

24 ベルストーン本牧サロン 令和4年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

新本牧エリアでは高齢化率は低いにも関
わらず要介護3～5の割合が高いという
データがあり、地域との繋がりを取れるよ
うにまずは高齢者住宅から介入していく。

５：地域 1
サロンでは主に介護予防、終活、認知症、
防災、詐欺など総合的に会を開催するよう
に予定する。



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

25 ユニ・チャームさわやか講座 令和4年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

ユニ・チャームより尿漏れ予防とセルフケ
アについてレクチャーしてもらうと共に、製
品の正しい使い方についても助言してもら
う。

５：地域 1

ユニ・チャームより尿漏れ予防とセルフケ
アについてレクチャーしてもらうと共に、製
品の正しい使い方についても助言してもら
う。
5/31（火）第1部10：00～11:30
　　　　　　第2部13：30～15：00

26

コロナに負けない身体をつくろ
う
～いきいき！ロングライフのた
めに～

令和3年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

より地域に向けてフレイルを啓発していく
ために４回講座（フレイル、ウォーキング、
栄養、口腔）に分けて実施していく。

５：地域 1
高齢化率が高い第4南部にて実施。各専
門職を呼び講座を開催する。

27
介護者の集い
「グリーンリーフ」

平成20年
度

２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

要介護者とその介護者が、お互い
に意見交換をする。介護に役立つ
勉強会を実施。

５：地域 １，６

介護者の集いを毎月開催。
第２金曜日１３：００～１５：００
（隔月で講習会を開催）
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